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外国文献抄第2集の完結と代金支払いについて

外国文献委員会

　足かけ4年にわたって刊行してきた外国文献抄第2集

も，好評裡に間もなく終刊の運びとなりました．現在，

No．26Mesometeorolgyを配本中ですが，本年12月で全

30巻完結の予定です．500部印刷の所，486名の購読者

を得て，殆んど残部がない状態で，委員一同よろこんで

います．

　所でお願いがあります．代金滞納の方は至急御支払い

下さい．すざましい用紙代や印刷費の高騰，小包郵送料

の値上げのため，No．26から1冊1，200円に値上げし

たにもかかわらず，財政状態が極めて苦しくなっていま

す．独立採算制のため，代金の回収が進んである一定額

に達して，はじめて印刷屋さんに支払い，次の巻を発注

1974年10月

する状態です．先般来の再三のお願いに対しては，多く

の購読者の御協力を得ていますが，残念ながら一部に長

期にわたる滞納者がいます．当委員会では何度も請求書

を発送し，支払いを促しており，今後も完納まで続ける

つもりですが，委員の負担を軽減し，会計処理を円滑に

するため，必ず未納分は年内に御支払い下さい．重ねて

お願いします．　（ある会では，機関紙に滞納者名および

滞納額を発表しており，私共も滞納が余りひどくなれ

ば，このようなことも考えざるを得なくなるでしょう．

しかし，そこまで当委員会を追いつめぬよう，なお一層

の御協力をお願いします．）
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